
国際理解教育支援事業ご案内

公益財団法人宮城県国際化協会では、
地域における国際理解教育の推進を
目的として、宮城県在住の外国人講師
を学校や団体などに紹介しています。

2025年度版

教室から世界をのぞいてみませんか



私たちは地域のリアリティを
大切に考えています

私たちが暮らす宮城県には約１３０の国と地域から来た約２万8千人の人々が暮らしています。その数

は、宮城県総人口の約１％にあたり、年々増加しています。宮城県国際化協会（MIA）では、多文化共

生社会の実現に向けてさまざまな事業に取り組んでいますが、同時に多文化共生社会を担う人材の育成

にも力を入れています。地域の国際化の現状も視野に入れた「リアリティのある国際理解教育」、これ

が私たちMIAが提案し、応援する国際理解教育です。

Q1. ＭＩＡが応援する「国際理解教育」とは？

Q2. 「ＭＩＡ国際理解教育支援事業」って何？

小中高等学校や生涯教育団体などを対象に、MIA登録の外国人講師との交流の機会を提供します。

それぞれのプログラムの実施までの流れは次頁にてご確認ください。

いずれもプログラムの時間は１～２時間です。

Q3. ＭＩＡ登録の外国人講師ってどんな人たち？

アジア、ヨーロッパ、北米、中南米、アフリカなどの様々な国・地域の出身者で、留学生のみならず、

宮城県の国際交流員（CIR）、国際結婚の方、ビジネスをしている方などバラエティに富んだメンバー

です。日本語が流暢なだけではなく、子どもたちとの交流が大好きな講師ばかりです。

※なお、講師の人選は極力ご希望に添った形で行いますが、場合によってはご希望に添えないこともあ

りますので、ご了承ください。

Q4. 予算はどれくらい必要？

１プログラムにつき２０,０００円です。

◆３人分の講師謝礼および交通費（講師自宅ー 最寄り駅）の一切を含んだ額です。

◆基本は３人一組ですが、講師謝礼及び交通費をご負担いただける場合は最大１０人まで。

詳しくはお問い合わせください。



Q5. 申込みから実施までの流れは？

★本年度は、「申込書」の受付順に30ヵ所程度の実施を予定しております。

★お申込は同一参加者を対象にする場合、年度につき１回までとなっております。

※申込書の提出期限を過ぎた場合、講師の紹介ができない場合がございますので、

お早めにお申し込みください。（申込み期限は実施日の２カ月前まで）

※実施日程については調整させていただく場合もありますので、ご了承ください。

※当協会では国旗を無料で貸し出しています。あわせてご利用ください。

申込み

（実施希望日の

２カ月前まで）

申込書にご記入の上、ＭＩＡあてにE-mail、FAX、または郵送願います。

申込書はＭＩＡのホームページからダウンロードできます。

https://mia-miyagi.jp/kokurikyo.html

講師の紹介
ＭＩＡから紹介する外国人講師のプロフィールと「プログラム予定表」を申

し込み団体あてに郵送します。

プログラムの確認
「プログラム予定表」に必要事項を記入後、MIAに提出してください。

「プログラム予定表」の内容は、MIAから紹介する外国人講師に知らせます。

プログラム当日

乗車する電車など、公共交通機関の利用について、外国人講師への連絡は

MIAが行いますが、最寄り駅またはバス停までの送迎は申し込み団体で手配

をお願いします。なお、拘束時間や宗教上の食事の制限の都合上、原則とし

て受け入れ団体で昼食はいただきません。ご了承ください。

負担金の支払いと

アンケートの提出

（実施後２週間以内）

プログラム終了後にＭＩＡから請求書とアンケート用紙を郵送します。

請求書に基づき、指定の口座にお振り込みください。

アンケート用紙についてはご記入のうえ、ＭＩＡあてに送付してください。



主催：公益財団法人宮城県国際化協会 後援：宮城県教育委員会（予定）

お問い合わせ・お申し込み〒981-0914 仙台市青葉区堤通雨宮町4番17号 宮城県仙台合同庁舎7Ｆ

TEL: 022-275-3796   FAX: 022-272-5063

                    E-mail: mail@mia-miyagi.jp   URL: https://mia-miyagi.jp

実施した学校（生徒）からの声（アンケートより抜粋）

・実際の写真や民族衣装、おもちゃなどを使ってくれたので、「それぞれの国についてもっと知りたい」
と子どもたちの興味関心が高まったようです。（小学校）

・講師が教えてくれた母国の船の折り紙は楽しかったです。家族に教えたり、お風呂で浮かべたりして
楽しみました。（小学校）

・生徒たちと積極的にコミュニケーションを取ってくれました。クイズや声をかけながら国の紹介を
していたので親しみやすかったです。（中学校）

・出身国に関連するゲームや遊びなどで生徒が身体を動かしながら、
その国の文化も知れてとても良かったです。（高等学校）

・講師の方々の話は初めて聞くことばかりで、私たちはテレビに映る
一面しかみていないのだなと感じ、世界をさらに広い目で見る
ことが必要だと学べました。（高等学校）
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